
＊  内　容 :   ①「リハビリのお話し」　

＊  講   師　　　　   地域医療連携室　　遠藤ひとみ 氏: 荘内病院　リハビリテーションセンター　 理学療法士　五十嵐 健文　氏

  ②「化学療法のお話し」

荘内病院　がん化学療法看護認定看護師　    佐々木 孔美  氏　

＊

Q1

Q2 参加回数について Q3 あなたご自身について（複数回答可）

ご自身が患者である 8

ご家族が患者である 2

友人・知人が患者である 3

Q4 お住まいの地域はどこですか Q5 「ほっと広場」をどのように知りましたか（複数回答）

Q5 本日の内容はいかがでしたか。参考になったこと、気が付いたことなど何でもご記入ください。

＊

＊

＊

＊ 化学療法のお話しは大変わかりやすかったです。

＊

令和5年度 第1回 ほっと広場　アンケート集計結果

荘内病院 3F 講堂      

年 齢

抗がん剤治療の意味がわかりました。

抗がん剤治療をして一年。元気でいられるのも抗がん剤治療のおかげですね

体操をこれからの日常生活に役立てます。

令和5年6月17日（土）13：30-15：00      

参 加 者：　　　10名　（ 男性 2名　女性 8名 ）　

　　　　　　　  アンケ－ト協力者　9名　　スタッフ 3名

運動が大切だと思いました。
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＊ リハビリのお話しは知っていても実行するのが難しい。週1回は体操に通っています。

化学療法のお話しは、治療法、薬も進んでいるようですが、自分の身になったら不安になると思います。

Q6 「ほっと広場」に希望することがあれば、何でもご記入ください。

＊

＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若いがん患者の方、子育て世代のがん患者さんが集まれるような事を検討してほしい

＊

Q7 最近、悩んでいることや困っていることはありませんか。

＊

＊ 抗がん剤治療の後遺症で、手足のしびれ、足のしびれに苦しんでいます。一年以上たつのですが、指先のしびれは生活に支障があり

このまま続くのか不安です。最後に相談させていただきました。ありがとうございました。

                                ご協力ありがとうございました　～緩和ケア市民公開講座グループ～

がんの知識や情報を知りたい

治療はほぼ終わっていますが、筋力、気力がなくなっていて困ります。来月から漢方外来受診しています。

30分ぐらい笑い（笑ってしまうような）の話があったらと思います。


